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研究成果の概要： 
 
本研究では、発達期の音素レベルの獲得で認められる単純→複雑という順序性について、
発話の容易度という観点から、出現頻度の影響を考慮しながら検討を行った。その結果、
CVCCV-音節非単語の尾子音（下線部）が有声破裂音である場合、無声破裂音である場合にくら
べ発話潜時が長くなる傾向を認めた。この結果は、無声音は有声音にくらべ発達期におい
て獲得される時期が早いとされる事実と符号する。しかし、統計的に十分な結果が得られ
ていないことや、他の解釈も可能であるため、今後も慎重に検討していく必要がある。 
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研究分野： 
科研費の分科・細目： 
キーワード： 
 
１． 研究開始当初の背景 

 
 
音素の獲得には言語の違いを問わず普遍

的な順序があると言われている (ローマン・
ヤコブソン：失語症と言語学［服部史郎編・
監訳］)。一般に、無声音は有声音よりも獲得
の時期が早い。また、ヤコブソンによれば子
音の獲得には次のような順序があるという。 

 

[p]/[b] -> [t]/[d] -> [k]/[g] 
 
この順序は、調音位置の違いによる発話（調
音）の容易度（単純－複雑という次元）、及
び脳の計算過程の容易度に由来している可
能性がある。 
一方、発話の容易度は発話する単語を構
成する音素の出現頻度（あるいは使用頻度）
によっても左右される。一般に出現頻度の
多い音素を含む単語の発話は容易になるこ



と、すなわち、発話潜時が短くなることが
知られている。 
 
２． 研究の目的 
 
本研究の目的は、単純→複雑という音素
レベルの獲得で指摘される仮説の妥当性を、
健常成人における発話の容易度（脳内情報
処理の負荷）という観点から、音素レベル
の出現頻度の影響を考慮した上で検討する
ことである。 
 
３． 研究の方法 
 
被験者：総計１０８名の大学生・大学院生 
 
刺激語：CVCV-音節の非単語 
(例：[neke], [nete],[nege],[nede]など) 
及びCVCCV-音節の非単語
(例:[nekke],[nette],[negge],[nedde]な
ど) 
 
コーパス解析：日本語大規模言語コーパス
「NTTデータベース・日本語の語彙特性」
を基に音素レベルの出現頻度の解析を行っ
た。馴染みの度合いが比較的高い単語から頭
子音－母音－尾子音(CVC)音節（合計 3328 音
節）を抽出し、破裂音における音節位置（頭
子音、及び尾子音）ごとの統計的性質（分布
の偏り）を調べ、その比率を求めた。 
 
実験手続き：コンピュータ画面上に刺激を
提示し、約 2000ms後に提示される記号を
合図に被験者には発話をさせた：「●」が提
示された場合は発話させるが、「×」が提示
された場合は発させない。「●」提示から被
験者の音声波形が検出されるまでの時間を
計測し、これを発話潜時とした。 
 
分析：CVCV-音節の非単語、及びCVCCV-音節
の非単語ごとに、調音位置（要因１）×有声
性（要因２）の２要因の分散分析を行った。 
 
４． 研究成果 
 
コ ー パ ス 解 析 の 結 果 ： 頭 子 音 で は
[k](73%);[t](23%);[p](4%)の割合となり、
分布に偏りのあることがわかった。尾子音で
は、[k](53%);[t](26%);[p](21%)となった。
ま た 、 頭 子 音 が 有 声 音 の 場 合 は
[g](44%)>[b](40%)>[d](16%)の割合であっ
た。一方、尾子音の有声音は基本的に日本語
では認められないパターンなので、調音位置
の違いが発話潜時へ与える影響について、唯
一、出現頻度の影響を受けず検討できる刺激
セットであることがわかった。 
 

実験結果： 
 
CVCV-音節の刺激語：何れの要因、及び要因
間の交互作用も認められなかった。 
 
CVCCV-音節の刺激語：要因１（調音位置）に
主効果はなかったが、要因２（有声性）には
有意傾向が認められた(発話潜時：無声＜有
声；p = .078)。要因間の交互作用はなかっ
た。 
 
以上の結果が示すように、本研究課題が採用
した実験的アプローチから、調音位置の違い
が発話潜時に影響するという仮説を支持す
る有力な証拠を得ることはできなかった。
しかし、CVCCV-音節の刺激語を使った場合、
有声・無声の違いが発話潜時に影響を及ぼし
ている傾向はあった。この傾向は、無声音
は有声音にくらべ発達期において獲得され
る時期が早いという事実と符合する。だが、
以下のような理由も考えられるため、もう
少し検討の余地が残されている。 
 
可能性 a：無声音は有声音よりも出現頻度
が高いため。 
可能性 b：尾子音の有声破裂音は基本的に日
本語では認められないパターンなので、その
影響が現れたため。 
 
可能性aについては、CVCV-音節の刺激語の実
験からは有声性要因の主効果が得られてい
ないので、全く否定できないこともない。補
強証拠として、音節位置（頭子音vs.尾子音）
×有声性（有声vs.無声）の２要因被験者内
計画で交互作用の有無を、今後、追加検討
する予定である。一方、可能性bについては、
尾子音に有声音が認められる外国語を母語
とする話者を対象に同じ実験をすれば検討
できるので、これについても今後の追加課題
としたい。 
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